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写真提供：INAXライブミュージアム

◆内容◆

１ 巻頭言　　　　　　　　 内藤明人

２ 我が社のＱＣ活動 ～大橋鉄工㈱～

３ 協会だより

リンナイ㈱代表取締役会長
中部品質管理協会理事

伊奈製陶 (ＩＮＡＸ、現：ＬＩＸＩＬ）のトンネル窯：同社は、１９３７年自社独自技術で、
大量のタイルを同時に焼成しえる８０～１００ｍにわたるトンネル窯を作り上げた。 １９５３年には、同社の伊奈
正夫氏と実験計画法の田口玄一博士が、この窯で、初めて「ロバストデザイン」の実験を行い、世界中の研究者
に知られることになった。以来、この技術をいかした窯が自主製作され、写真の窯（１９４７年築炉、２００６
年部分移築・展示）は 2005 年の火止まで、日本各地の著名なビルの外壁用モザイクタイルを焼造。
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協会だより

furuyaの品質
「ＴＱＭの本質」
筆者も若いころは技術者として、それなりにＳＱＣなどの数式に取り組んでいたが、マネジメント

を勉強するようになってからは、全く無縁となってしまった。ところがあるとき、B= f (P, E) と表

記されるクルト・レヴィン（社会心理学者）の式と出合った。ＢはＰとＥの関数として表わすことが

できるというだけのもので、至ってシンプルだが忘れられない式となっている。

　この意味するところが興味深い。Ｂ（Behavior）は一人ひとりの行動、Ｐ（Personality）は個
人の資質、Ｅ（Environment）は個人の置かれた環境、をそれぞれ表す。すなわち、ある環境

（Ｅ）におけるある人（Ｐ）の行動（Ｂ）には、関係性（意味）があるということを示している。
　クルト・レヴィンは「社会的葛藤の解決（昭和29年発刊）」において、２つの児童のグループ

に、それぞれ民主的、専制的の異なるタイプの教師（リーダー）をつけるという実験を行ってい

る。その結果、リーダーの醸し出す雰囲気とそれに基づく「思考および生活の様式」が、児童た

ちの関係（友好的なのか、敵対的なのか、など）を支配するということを実証した。

　翻って、ＱＣサークル活動のねらいは、個人の能力向上（Ｐ）と明るい職場づくり（Ｅ）にある。Ｐ

とＥを追求することにより、一人ひとりの品質意識の高揚と行動の変革（Ｂ）へとつながり、企業

体質が強化されていく。究極的に人を動かすものは組織の風土・文化であり、それをつくるの

は組織の長（リーダー）なのである。クルト・レヴィンの式は、まさにＴＱＭの本質を表している。

[編集後記編集後記]　今号表紙のために、取材で初めてINAXライブミュージアムを訪

問。そこには同社の歴史だけでなく、地元常滑の歴史、明治から昭和にかけ

ての日本の産業史やライフスタイル、また、古代から現代までの世界のタイル

の種類と変遷が見てわかるような展示までありました。

大変中身の濃い、そして何度も訪れたくなるミュージアムです。

当地の産業遺産の宝庫、お薦めです！（細）

中部品質管理協会

〒 450-0001 名古屋市中村区那古野 1 丁目 47-1 名古屋国際センタービル 11 階

TEL（052）581-9841　　FAX（052）565-1205

http://www.cjqca.com

（発行元）

☆工芸品のような便器⇒

後半の２大行事、まもなく案内、募集開始します

１．平成２４年度「経営塾」始まります！！

　　昨年好評でした、好川塾長自ら指導の「ものづくり」人材育成を主眼においた経営塾。

今年はトヨタ自動車㈱ＴＱＭ推進部　古谷主査の協力も得、来年２月に開催予定。

　　今回は、現場指導も予定しております。10 月中に案内、募集します！

２．平成２５年３月１日、スタッフ・管理者改善事例発表大会開催します！

　　例年開催のマネジメントやＳＱＣの手法を活用した改善事例発表大会、今年度は

３月１日、ウィンク愛知で開催します！おって詳細案内予定！
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